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死亡災害件数の推移 

死亡災害件数は、趨勢的に減少傾向にあり、2011年は1,024件となった。 

（長期的には減少傾向にあるものの２年連続で増加している労働災害） 
○休業４日以上の労働災害発生件数の推移をみると、1980年の33万5,706件から 
 2011年は66.8％減の11万1,349件と、この30年間で約３分の１の件数にまで減 
 少してきているものの、徐々に減少傾向は鈍化しており、2011年においては前 
 年より3.3％増加し、２年連続で前年を上回った 。 
○労働災害発生件数を産業別にみると、労働災害が多い製造業や建設業を含めた 
 第１次、第２次産業では緩やかな減少傾向が続いているものの、第３次産業で 
 は1999年以降は横ばいから2008年まではむしろ増加傾向で推移しており、特に 
 保健衛生業では1999年の3,531件から2011年には161.4％増の9,231件にまで大 
 幅に増加している。この背景には、保健衛生業のうち医療・福祉における雇用 
 者数が増加していることもあると考えられる。 
○労働災害のうち死亡災害の発生件数も長期的に減少傾向で推移しており、労働 
 災害発生件数と同様、この30年間で約３分の１に減少し、2011年は1,024件と 
 なったが、死亡災害は経済活動の停滞時期には減少幅が相対的に大きくなり、 
 その後の景気回復に伴い一時的に増加に転じる傾向があるため、景気回復期の 
 経済活動が活発になる時期においては特に死亡災害に注意が必要である。 

資料出所 厚生労働省「労働災害発生状況」 
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